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平成２８年度学校法人昭和大学の決算は、平成

２９年５月１６日の臨時理事会で承認後、同月２

６日の評議員会に報告されました。平成２８年度

の主な事業は、創立９０周年記念事業の一環とし

て計画しておりました新上條講堂（仮称）整備計

画につきましては、建物名称を「上條記念館」と

正式決定し、３月に着工致しました。また、創立

８０周年記念事業として新築工事を進めておりま

した富士吉田校舎体育館建設事業につきましては、

新体育館の名称が「富士吉田スクエアガーデン」

に決まり、１０月に竣工致しました。外部資金の

獲得につきましては、私立大学経常費補助金が前

年度同様の全国７位の交付額でありました。文部

科学省の新規支援事業では、「私立大学研究ブラン

ディング事業」に採択され、レドックス医療の研

究拠点として５年計画での研究活動を開始致しま

した。その他寄附行為の目的である教育、研究、

診療の更なる発展の一助として、その収益を大学

経営に充てるため、収益事業実施に向けた寄附行

為の変更を行いました。各附属病院の環境整備と

して、経済産業省による補助金を受けたフィリッ

プス社と遠隔集中患者管理プログラム（eICU）シ

ステムを構築し、昭和大学病院と江東豊洲病院で

実証研究に向けて準備を進めました。藤が丘病院

ではリニアック更新、烏山病院では電子カルテの

導入等を始めとした医療機器・設備の整備・更新

を行い、診療環境の改善に努めました。また、大

学病院では、平成２９年度の電子カルテ導入に向

けた本体と部門システム検討ワーキング等を開催

し、平成３０年１月導入に向けた準備を進めまし

た。 

 

一．貸借対照表について 

 平成２９年３月３１日現在の財産状況を示して

おります。固定資産(土地・建物・機器備品・特定

資産他)と流動資産(現金預金・未収入金他)の資産

の部合計は２，１３６億３，２５０万円で、前年

度末と比べて３，８２０万円の減少となりました。

主な変動要因として、建物が１０億５，３８７万

円の減、教育研究用機器備品が１６億７，４０９

万円の減、建設仮勘定が６億２，２４７万円の減、

第２号基本金引当特定資産が１２億１，１１０万

円の減、第３号基本金引当特定資産が３億７６１

万円の増、上條記念館建設引当特定資産が１９億

９，８８１万円の増、有価証券が５億円の増、現

金預金が１１億４、７０４万円の増となりました。

また、既存の建物・機器備品等の減価償却額７９

億１，１４０万円が前年度簿価より減少しており

ます。一方、固定負債(長期借入金・退職給与引当

金他)と流動負債(短期借入金・未払金他)の負債の

部合計は５０９億９，９９２万円で、前年度末と

比べて２２億２６９万円減少となりました。長期

借入金は２５億４，２９２万円の減、退職給与引

当金が６億８，０２６万円の増、短期借入金が１

億２，５００万円の減となりました。 

資産の部合計から負債の部合計を差し引いた

「正味財産」は１，６２６億３，２５８万円で、

前年度より２１億６，４４８万円増加となりまし

た。 

 

二．事業活動収支について 

 事業活動収入の部合計は１，０８４億９，４５

８万円となりました。予算と比べて学生生徒納付

金は４億２、６１７万円の増、経常費補助金は５、

００７万円の減、医療収入は６億９、７９７万円

の増、雑収入は１億２、１５９万円の増、受取利

息・配当金は２，４５６万円の増、その他の特別

収入は８，８８４万円の減となり、予算対比で９

億２，５８８万円の増加となりました。一方、事

業活動支出の部合計は１，０６３億３，００９万

円となりました。予算と比べて、人件費は８億８、

９２３円の増、教育研究経費は６億８、８６７万

円の減、管理経費は１億５、５４７万円の減とな

り、予算対比で１億６、４２６万円の増加となり

ました。なお、基本金組入前当年度収支差額では、

２１億６、４４８万円の収入超過となり、基本金

組入額４０億５，３３７万円を引いた当年度収支

差額は、１８億８、８８８万円の支出超過となり

ました。 
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三．資金収支について 

資金収支は、法人の諸活動に対応する全ての収

入支出の内容を示しております。当年度の資金収

入は１，１１２億４，９３５万円、資金支出は１，

１０１億２３０万円で、当年度の資金収支差額は

１１億４，７０５万円の収入超過となりました。

収入の部は、予算と比べて、学生生徒等納付金収

入は４億２，６１７万円の増、手数料収入は５，

３３６万円の減、寄付金収入は３億４，２４２万

円の減、補助金収入は１億７，３６０万円の減、

付随事業・収益事業収入は１億５，５７４万円の

増、医療収入は６億９，７９７万円の増、雑収入

は１億６０３万円の増となりました。支出は、人

件費支出が６億５，５４３万円の増、教育研究経

費支出が２億９，１１４万円の減、管理経費支出

が８，３１３万円の減となりました。また、その

他の経費として土地、建物等の施設関係支出、教

育研究用機器備品、図書などの設備関係支出、お

よび資産運用支出があります。 


